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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　盤面上に遊技領域が形成された遊技盤と、
　前記遊技盤に設けられた始動口と、
　遊技球を前記遊技領域へ発射する発射装置と、
　前記発射装置により発射された遊技球が前記始動口を通過したときに大当りかハズレか
を判定する主制御回路が搭載された主制御基板と、
　前記主制御基板が収容された収容部材と、
　前記主制御回路から前記主制御基板を介して出力された演出制御信号を入力し、その入
力した演出制御信号に基づいて演出装置を制御する演出制御回路と、を備えたパチンコ機
において、
　前記収容部材が前記収容部材が配置された箇所から変位したことを電気的に検出する検
出手段と、
　前記検出手段による検出結果の履歴を記憶する記憶手段と、
　前記収容部材が前記収容部材が配置された箇所から変位したことを示す検出結果の履歴
が前記記憶手段に記憶されている場合に特定の報知を行う報知手段と、を備えており、
　前記記憶手段が前記遊技盤の内部に埋設されており、かつ、前記記憶手段を取出そうと
すると前記記憶手段の埋設部位が破損するように構成されていることを特徴とするパチン
コ機。
【請求項２】
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　盤面上に遊技領域が形成された遊技盤と、
　前記遊技盤に設けられた入賞口と、
　遊技球を前記遊技領域へ発射する発射装置と、
　前記発射装置により発射された遊技球が前記入賞口を通過したときに賞球の払出しを命
令する払出制御信号を出力する主制御回路が搭載された主制御基板と、
　賞球を払出す賞球払出装置と、
　前記主制御回路から前記主制御基板を介して送信された前記払出制御信号に基づいて前
記賞球払出装置を駆動する払出制御回路が搭載された払出制御基板と、
　前記払出制御基板が収容された収容部材と、を備えたパチンコ機において、
　前記収容部材が前記収容部材が配置された箇所から変位したことを電気的に検出する検
出手段と、
　前記検出手段による検出結果の履歴を記憶する記憶手段と、
　前記収容部材が前記収容部材が配置された箇所から変位したことを示す検出結果の履歴
が前記記憶手段に記憶されている場合に特定の報知を行う報知手段と、を備えており、
　前記記憶手段が前記遊技盤の内部に埋設されており、かつ、前記記憶手段を取出そうと
すると前記記憶手段の埋設部位が破損するように構成されていることを特徴とするパチン
コ機。
【請求項３】
　前記検出手段の検出機能および前記記憶手段の記憶内容がバックアップ電源によって保
持されていることを特徴とする請求項１または請求項２に記載のパチンコ機。
【請求項４】
　前記検出手段は、
　前記収容部材が前記収容部材が配置された箇所から変位したときに動作するスイッチで
あることを特徴とする請求項１ないし請求項３のいずれか１つに記載のパチンコ機。
【請求項５】
　前記検出手段は、
　前記収容部材が配置された箇所に設けられた第１導電部と、
　前記収容部材に設けられており、前記第１導電部と電気的に接続された第２導電部と、
を備えており、前記第１導電部および第２導電部が電気的に非接続状態になったことを検
出するように構成されていることを特徴とする請求項１ないし請求項３のいずれか１つに
記載のパチンコ機。
【請求項６】
　前記演出装置は、前記主制御回路による大当りかハズレかの判定の結果を画像によって
表示し、かつ、前記特定の報知を行うことを特徴とする請求項１ないし請求項５のいずれ
か１つに記載のパチンコ機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  この発明は、遊技球が始動口を通過したときに大当りかハズレかを判定する主制御回路
が搭載された主制御基板と、この主制御基板が収容された収容部材と、主制御回路から主
制御基板を介して出力された信号に基づいて所定の演出を行う演出装置とを備えたパチン
コ機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図２３は、従来のパチンコ機の正面説明図である。従来のパチンコ機９００は、発射ハ
ンドル９０１と、遊技盤９０２と、始動口９０３と、演出表示器９０４と、変動入賞装置
９０５とを備える。遊技者が発射ハンドル９０１を操作して発射された遊技球が始動口９
０３に入賞すると、始動口９０３に入賞した遊技球を検出するスイッチがオンし、パチン
コ機９００に内蔵されたマイクロコンピュータ（図２４において符号７０１で示す）が、
大当りかハズレかの判定（以下、大当り判定という）を行う。
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【０００３】
　そして、演出表示器９０４が、複数の図柄の変動表示（スクロール表示ともいう）を開
始する。たとえば、連続した異なる数字（たとえば、０～９）を表現した図柄の配列（以
下、図柄列という）を画面上の横方向３箇所の表示領域において、数字の昇順に画面の上
から下へ移動するように表示する。また、機種によっては画面の右から左へ移動するよう
に表示する。以下、これらのような図柄列の表示態様を図柄の変動表示という。
【０００４】
　そして、演出表示器９０４が図柄の変動表示を開始してから所定時間経過すると、各表
示領域において図柄の変動表示が停止し、前述したマイクロコンピュータ７０１による判
定結果に対応する図柄が各表示領域に確定表示される。たとえば、抽選結果が大当りであ
った場合は、「７７７」などの同一数字から成る大当り図柄が確定表示され、抽選結果が
ハズレであった場合は、「７６７」などのハズレ図柄が確定表示される。なお、確定表示
とは、大当り判定の結果を示す図柄が確定した表示状態のことであり、図柄が再変動する
ことのない表示状態のことである。
【０００５】
　演出表示器９０４が大当り図柄を確定表示すると大当りが発生し、変動入賞装置９０５
が開閉部材９０６を開作動し、大入賞口９０７を開口させる。大入賞口９０７は、普通の
入賞口よりも開口面積が大きいため、入賞が容易になる。そして、大入賞口９０７に規定
数（たとえば、１０個）の遊技球が入賞したという条件、あるいは、大入賞口９０７の開
口時間が規定時間（たとえば、３０秒）に達したという条件が満足されると、開閉部材９
０６が閉成し、大入賞口９０７が閉口する。
【０００６】
　そして、大入賞口９０７の開口から閉口までを１ラウンドとし、複数のラウンド（たと
えば、最大１４ラウンド）が実行され、その間に遊技者は多量の賞球を獲得することがで
きる。以下、第１ラウンドから最終ラウンドまでの遊技を大当り遊技という。また、特定
の大当り図柄にて大当りが発生した場合は、この大当りに基づく大当り遊技が終了した以
降の遊技状態が、大当りの発生確率の高い遊技状態に変化する。このように大当りの発生
確率が低確率から高確率に変化することを確変と呼ぶ。以下、確変が発生する大当りのこ
とを確変大当りといい、確変大当り以外の大当りのことを通常大当りという。また、確変
に変化した遊技状態を確変遊技状態という。この確変遊技状態は、次の大当りが発生する
まで継続する。
【０００７】
　図２４は、図２３に示す従来のパチンコ機９００に設けられた主制御基板ケースの説明
図であり、（ａ）は平面図、（ｂ）は左側面図である。
【０００８】
　主制御基板ケース６００は、パチンコ機９００の裏面に設けられている。主制御基板ケ
ース６００は、正面が開口したケース本体６０１と、このケース本体６０１の正面を覆う
カバー６０２とを備える。ケース本体６０１は箱状に形成されており、カバー６０２は平
板状に形成されている。ケース本体６０１には、マイクロコンピュータ７０１が搭載され
た主制御基板７００が正面の開口部から収容されている。ケース本体６０１およびカバー
６０２は、複数のワンウエイねじ６０３によって開封不能に固定されている。
【０００９】
　また、ケース本体６０１およびカバー６０２の境界には、それを跨ぐようにＲＦタグ（
ＲＦＩＤタグ、または、ＩＣタグともいう）８０１が配置されている。さらに、ＲＦタグ
８０１の上には、封印シール８００がケース本体６０１およびカバー６０２の境界を跨ぐ
ように貼着されている。ＲＦタグ８０１には、パチンコ機９００を他のパチンコ機と識別
するための固有の識別情報が記憶されている。また、ＲＦタグ８０１は、カバー６０２を
無理にこじ開けると、ＲＦタグ８０１を構成するアンテナが断線し、通信不能となるよう
に構成されている。また、封印シール８００は紙製であり、そのまま剥がすと、破れ、そ
の痕跡が残るようになっている。
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【００１０】
　そして、パチンコ機９００をパチンコホールに設置したときに、ＲＦタグリーダを用い
てＲＦタグ８０１の識別情報を読取り、その読取った識別情報が、予めＲＦタグリーダに
登録されている識別情報と一致するか否かの検査を行う。このとき、ＲＦタグ８０１のア
ンテナが破損していると、読取りエラーが報知されるため、カバー６０２が開放され、マ
イクロコンピュータ７０１が不正なものに交換されたおそれがあると推定する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開２０１０－１４８５９６号公報（第２２～３０段落、図１１）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかし、主制御基板が収容された状態で主制御基板ケースを丸ごと不正なものに交換し
、不正に大当りが発生し易くするという巧妙な不正行為が発覚した。この不正行為に使用
する主制御基板は、大当りの発生確率を高めたマイクロコンピュータが搭載されている。
また、封印シールは、特殊な溶剤を使用し、元の制御基板ケースから破れないように、か
つ、ＲＦタグのアンテナが断線しないように剥がし、不正な主制御基板ケースに貼り直し
ている。
【００１３】
　このため、ＲＦタグが正常に機能するため、パチンコホールにおけるＲＦタグリーダを
用いた検査では発見することができない。また、主制御基板ケースは、元の主制御基板ケ
ースと同じものが使用され、同じワンウエイねじが使用されているため、外見からは、不
正行為を見抜くことができない。
【００１４】
  そこでこの発明は、上述の問題を解決するためになされたものであり、主制御基板が主
制御基板ケースごと不正なものに交換された履歴のあるパチンコ機を容易に発見すること
ができるパチンコ機を実現することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
（請求項１に係る発明）
　上記の目的を達成するため、この出願の請求項１に係る発明では、盤面上に遊技領域が
形成された遊技盤（５）と、前記遊技盤に設けられた始動口（２１，２２）と、遊技球（
Ｐ）を前記遊技領域へ発射する発射装置（４，４ａ～４ｇ）と、前記発射装置により発射
された遊技球が前記始動口を通過したときに大当りかハズレかを判定する主制御回路（５
１）が搭載された主制御基板（５０）と、前記主制御基板が収容された収容部材（５７）
と、前記主制御回路から前記主制御基板を介して出力された演出制御信号を入力し、その
入力した演出制御信号に基づいて演出装置（３０）を制御する演出制御回路（４０２）と
、を備えたパチンコ機（１）において、前記収容部材が前記収容部材が配置された箇所か
ら変位したことを電気的に検出する検出手段（６７ａ，ＳＷ１）と、前記検出手段による
検出結果の履歴を記憶する記憶手段（６７ｂ）と、前記収容部材が前記収容部材が配置さ
れた箇所から変位したことを示す検出結果の履歴が前記記憶手段に記憶されている場合に
特定の報知を行う報知手段（Ｓ１０～Ｓ１２）と、を備えており、前記記憶手段が前記遊
技盤の内部に埋設されており、かつ、前記記憶手段を取出そうとすると前記記憶手段の埋
設部位が破損するように構成されているという技術的手段を用いる。
【００１６】
（請求項２に係る発明）
　請求項２に係る発明では、盤面上に遊技領域が形成された遊技盤（５）と、前記遊技盤
に設けられた入賞口（１７～２２）と、遊技球を前記遊技領域へ発射する発射装置（４，
４ａ～４ｇ）と、前記発射装置により発射された遊技球が前記入賞口を通過したときに賞
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球の払出しを命令する払出制御信号を出力する主制御回路（５１）が搭載された主制御基
板（５０）と、賞球を払出す賞球払出装置（３８）と、前記主制御回路から前記主制御基
板を介して送信された前記払出制御信号に基づいて前記賞球払出装置を駆動する払出制御
回路（６１）が搭載された払出制御基板（６０）と、前記払出制御基板が収容された収容
部材（５７）と、を備えたパチンコ機（１）において、前記収容部材が前記収容部材が配
置された箇所から変位したことを電気的に検出する検出手段（６７ａ，ＳＷ１）と、前記
検出手段による検出結果の履歴を記憶する記憶手段（６７ｂ）と、前記収容部材が前記収
容部材が配置された箇所から変位したことを示す検出結果の履歴が前記記憶手段に記憶さ
れている場合に特定の報知を行う報知手段（Ｓ１０～Ｓ１２）と、を備えており、前記記
憶手段が前記遊技盤の内部に埋設されており、かつ、前記記憶手段を取出そうとすると前
記記憶手段の埋設部位が破損するように構成されているという技術的手段を用いる。
【００１９】
（請求項３に係る発明）
　請求項３に係る発明では、請求項１または請求項２に記載のパチンコ機（１）において
、前記検出手段（６７ａ）の検出機能および前記記憶手段（６７ｂ）の記憶内容がバック
アップ電源（６７ｃ）によって保持されているという技術的手段を用いる。
【００２０】
（請求項４に係る発明）
　請求項４に係る発明では、請求項１ないし請求項３のいずれか１つに記載のパチンコ機
（１）において、前記検出手段（ＳＷ１）は、前記収容部材（５７）が前記収容部材が配
置された箇所から変位したときに動作するスイッチであるという技術的手段を用いる。
【００２１】
（請求項５に係る発明）
　請求項５に係る発明では、請求項１ないし請求項３のいずれか１つに記載のパチンコ機
（１）において、前記検出手段（ＳＷ２）は、前記収容部材（５７）が配置された箇所に
設けられた第１導電部（ＳＷ２ａ）と、前記収容部材に設けられており、前記第１導電部
と電気的に接続された第２導電部（ＳＷ２ｂ）と、を備えており、前記第１導電部および
第２導電部が電気的に非接続状態になったことを検出するように構成されているという技
術的手段を用いる。
【００２２】
（請求項６に係る発明）
　請求項６に係る発明では、請求項１ないし請求項５のいずれか１つに記載のパチンコ機
（１）において、前記演出装置（３０）は、前記主制御回路（５１）による大当りかハズ
レかの判定の結果を画像によって表示し、かつ、前記特定の報知を行うという技術的手段
を用いる。
【００２３】
　なお、上記各括弧内の符号は、後述する実施形態に記載の具体的手段との対応関係を示
すものである。
【発明の効果】
【００２４】
（請求項１に係る発明）
　主制御基板が収容された収容部材が、その収容部材が配置された箇所から変位すると、
それが検出手段によって検出され、その検出結果の履歴が記憶手段に記憶される。そして
、報知手段は、収容部材が配置箇所から変位したことを示す検出結果の履歴が記憶手段に
記憶されている場合に特定の報知を行う。
【００２５】
　したがって、請求項１に係る発明によれば、主制御基板を収容部材ごと不正なものに交
換するなど、収容部材を配置箇所から変位させると特定の報知が行われるため、その特定
の報知が行われたパチンコ機を発見することにより、主制御基板が収容部材ごと不正なも
のに交換されたパチンコ機を容易に発見することができる。
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　しかも、記憶手段が遊技盤の内部に埋設されており、かつ、記憶手段を取出そうとする
と記憶手段の埋設部位が破損するように構成されているため、記憶手段を容易に交換する
ことができないので、記憶手段に記憶されている履歴を消去したり、記憶手段を履歴が記
憶されていない不正なものに交換したりする不正行為を防ぐことができる。
【００２６】
（請求項２に係る発明）
　払出制御基板が収容された収容部材が、その収容部材が配置された箇所から変位すると
、それが検出手段によって検出され、その検出結果の履歴が記憶手段に記憶される。そし
て、報知手段は、収容部材が配置箇所から変位したことを示す検出結果の履歴が記憶手段
に記憶されている場合に特定の報知を行う。
【００２７】
　したがって、請求項２に係る発明によれば、払出制御基板を収容部材ごと不正なものに
交換するなど、収容部材を配置箇所から変位させると特定の報知が行われるため、その特
定の報知が行われたパチンコ機を発見することにより、払出制御基板が収容部材ごと不正
なものに交換されたパチンコ機を容易に発見することができる。
　しかも、記憶手段が遊技盤の内部に埋設されており、かつ、記憶手段を取出そうとする
と記憶手段の埋設部位が破損するように構成されているため、記憶手段を容易に交換する
ことができないので、記憶手段に記憶されている履歴を消去したり、記憶手段を履歴が記
憶されていない不正なものに交換したりする不正行為を防ぐことができる。
【００３１】
（請求項３に係る発明）
　請求項３に係る発明によれば、検出手段の検出機能および記憶手段の記憶内容がバック
アップ電源によって保持されているため、パチンコ機に電源が供給されていない状態にお
いて主制御基板または払出制御基板を収容部材ごと不正なものに交換する不正行為が発生
した場合であっても、その検出結果の履歴を記憶手段に記憶保持することができる。
【００３２】
　たとえば、パチンコ機をパチンコホールに設置する前の段階において、主制御基板また
は払出制御基板を収容部材ごと不正なものに交換する不正行為の履歴を記憶手段に記憶保
持することができるため、パチンコ機をパチンコホールに設置し、パチンコ機を試射した
時点で、不正行為が行われたパチンコ機を容易に発見することができる。
　したがって、パチンコホールに新しく導入されたパチンコ機が稼働する前の段階で、不
正行為による被害を未然に防ぐことができる。
【００３３】
（請求項４に係る発明）
　請求項４に係る発明によれば、収容部材が収容部材が配置された箇所から変位したこと
をスイッチによって検出することができるため、そのスイッチが一旦動作すれば、たとえ
、収容部材を元に戻したとしても、収容部材を交換しようとした行為が履歴として記憶さ
れるので、未遂に終わった不正行為をも検出することができる。
【００３４】
（請求項５に係る発明）
　請求項５に係る発明によれば、収容部材と、その収容部材が配置された箇所とが電気的
に非接続状態になったことを検出することができるため、収容部材の僅かな変位も検出す
ることができる。また、第１導電部および第２導電部の取付け箇所の選択自由度が広いた
め、収容部材およびその配置箇所の形状などに応じた取付け箇所の制約を受け難い。
【００３５】
（請求項６に係る発明）
　請求項６に係る発明によれば、主制御回路による大当りかハズレかの判定の結果を画像
によって表示する演出装置が特定の報知を行うため、主制御基板または払出制御基板を収
容部材ごと交換する不正行為が行われたパチンコ機を目視で容易に発見することができる
。
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【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】第１実施形態に係るパチンコ機の外観を示す正面斜視図である。
【図２】図１に示すパチンコ機の平面図である。
【図３】図１に示すパチンコ機に備えられた遊技盤の正面図である。
【図４】図３に示す遊技盤の正面斜視図である。
【図５】図３に示す遊技盤に設けられた可動役物４０が下降した状態を示す正面図である
。
【図６】（ａ）は図３示す遊技盤に設けられた第１および第２変動入賞装置の正面拡大図
、（ｂ）は図３に示す遊技盤に設けられた特別図柄表示装置、普通図柄表示装置、特別図
柄記憶表示装置および普通図柄記憶表示装置の正面拡大図である。
【図７】図１に示すパチンコ機の背面斜視図である。
【図８】図１に示すパチンコ機の背面における内部構造の一部を示す部分背面図である。
【図９】（ａ）は図８に示す主制御基板ケース５７の正面図、（ｂ）は左側面図である。
【図１０】（ａ）は図８に示す主制御基板ケース５７の正面図、（ｂ）は右側面図、（ｃ
）は底面図である。
【図１１】（ａ）は図８に示す主制御基板ケース５７の正面斜視図、（ｂ）は右側面図、
（ｃ）は（ａ）において二点鎖線で囲んだ部分の拡大図、（ｄ）は（ｂ）において二点鎖
線で囲んだ部分の拡大図である。
【図１２】図１１（ａ）に示す主制御基板ケース５７の分解斜視図である。
【図１３】（ａ）は封印シールの拡大図、（ｂ）は使用状態における封印シールの拡大図
である。
【図１４】ＲＦタグの拡大図である。
【図１５】主制御基板ケースの交換を検出するスイッチの説明図であり、（ａ）はスイッ
チがオフの状態を示す説明図、（ｂ）はスイッチがオンした状態を示す説明図である。
【図１６】図１５に示す交換検出回路の電気的構成をブロックで示す説明図である。
【図１７】図１６に示す検出部が実行する主制御基板ケース交換検出処理の内容を示すフ
ローチャートである。
【図１８】図１に示すパチンコ機の主な電気的構成の一部をブロックで示す説明図である
。
【図１９】図１に示すパチンコ機の主な電気的構成の一部をブロックで示す説明図である
。
【図２０】画像音声制御用ＣＰＵが実行するエラー報知処理の内容を示すフローチャート
である。
【図２１】第２実施形態に係るパチンコ機の電気的構成の一部をブロックで示す説明図で
ある。
【図２２】第３実施形態に係るパチンコ機に備えられたスイッチの説明図である。
【図２３】従来のパチンコ機の外観を示す正面図である。
【図２４】（ａ）は図２３に示す従来のパチンコ機に備えられた主制御基板ケースの正面
図、（ｂ）は左側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
〈第１実施形態〉
　この発明の第１実施形態について説明する。
［主要構成］
　この実施形態に係るパチンコ機の主要構成について図を参照して説明する。図１は、こ
の実施形態に係るパチンコ機の外観を示す正面斜視図であり、図２は、図１に示すパチン
コ機の平面図である。
【００３８】
  図１に示すように、この実施形態に係るパチンコ機１には、外殻を構成する外枠セット
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８が設けられており、この外枠セット８には前枠セット２が設けられている。その前枠セ
ット２は天板１ａを備えており、その天板１ａの左端前方には回動軸部材１ｂが設けられ
ている。前枠セット２には透明なガラス枠セット３が、回動軸部材１ｂを回動軸にして開
閉可能に取付けられている。
【００３９】
　ガラス枠セット３の内側には、遊技盤（図３において符号５で示す）が設けられており
、前枠セット２の前面右下方には、遊技盤５へ遊技球を発射する発射装置を操作する発射
ハンドル４ａが取付けられている。発射ハンドル４ａには、遊技球の発射強度を調節する
ための発射レバー４ｂが発射ハンドル４ａに対して回動自在に装着されている。
【００４０】
　遊技盤５の下方には、パチンコ機１の内部から払出された賞球や貸球を収容する上受け
皿６が設けられており、上受け皿６には、貸球の払出しを行うために遊技者が操作する球
貸操作部６ａが設けられている。上受け皿６の下方には、上受け皿６の収容可能数を超え
て流下した遊技球を収容する下受け皿７が設けられている。下受け皿７には、下受け皿７
に収容されている遊技球を下受け皿７の外部へ排出するために遊技者が操作する球抜きレ
バー７ａが設けられている。
【００４１】
　前枠セット２には、払出すべき遊技球が無いことを報知する球切れＬＥＤ１３と、遊技
球の払出しの異常を報知する払出異常ＬＥＤ１４とが設けられている。また、前枠セット
２には、効果音を発生する右スピーカ１０と、左スピーカ１１と、下スピーカ１２とが設
けられている。また、上受け皿６には、遊技者が演出内容を選択するために操作する演出
ボタン９が設けられている。
【００４２】
　図２に示すように、パチンコ機１の背面上方には、遊技球を貯留するための球タンク８
０が設けられている。パチンコ機１が設置されている島の上方には各パチンコ機に遊技球
を供給する遊技球供給流路が配置されており、その遊技球供給経路から遊技球が球タンク
８０に供給される。また、パチンコ機１の背面は、カバー９０によって覆われている。
【００４３】
［遊技盤の主要構成］
　次に、パチンコ機１に備えられた遊技盤の主要構成について図を参照して説明する。
　図３は図１に示すパチンコ機に備えられた遊技盤の正面図であり、図４は図３に示す遊
技盤の正面斜視図である。図５は図３に示す遊技盤に設けられた可動役物４０が下降した
状態を示す正面図である。図６（ａ）は図３示す遊技盤に設けられた第１および第２変動
入賞装置の正面拡大図、（ｂ）は図３に示す遊技盤に設けられた特別図柄表示装置、普通
図柄表示装置、特別図柄記憶表示装置および普通図柄記憶表示装置の正面拡大図である。
【００４４】
　遊技盤５の盤面には、遊技球が流下する遊技領域が形成されており、遊技球の流下経路
は、遊技盤５の盤面に打ち込まれた多数の遊技釘２９によって規制されている。遊技盤５
の盤面の周囲には、発射ソレノイド（図１８において符号４ｆで示す）などの発射装置に
よって発射された遊技球を遊技領域に案内するためのレールセット１５が設けられている
。
【００４５】
　遊技盤５の中央には、センター飾り１６が設けられている。このセンター飾り１６は、
図４に示すように盤面から前方へ突出する立体形状に形成されており、遊技領域の中央領
域を占有している。センター飾り１６には、演出図柄を変動表示したり、各種の演出画像
を表示する演出表示器３０が設けられている。この実施形態では、演出表示器３０は、液
晶表示装置により構成されている。なお、ＬＥＤをドットマトリクス状に配置した表示器
、７セグメントＬＥＤ、有機ＥＬパネルなどを演出表示器３０として用いることもできる
。
【００４６】
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　センター飾り１６の左外面には、遊技球がセンター飾り１６の内部に流入可能な流入口
１６ｂが開口形成されている。図５に示すように、センター飾り１６の内部には、流入口
１６ｂから流入した遊技球を案内するための案内通路１６ｅが設けられている。センター
飾り１６の左内面には、案内通路１６ｅによって案内された遊技球を流出させるための流
出口１６ｃが開口形成されている。
【００４７】
　センター飾り１６の下部には、流出口１６ｃから流出した遊技球が転動するためのステ
ージ１６ｄが設けられている。流出口１６ｃから流出した遊技球は、ステージ１６ｄの上
を流下経路Ｒ２にて流下し、流下経路Ｒ３～Ｒ５のいずれかに沿って流下する。ステージ
１６ｄの直下であって、流下経路Ｒ３に沿った箇所には、第１始動口２１が設けられてい
る。ステージ１６ｄの上方には、流出口１６ｃから流出した遊技球以外の遊技球がステー
ジ１６ｄに落下しないようにするための防護部材１６ｆが設けられている。センター飾り
１６の上面には、案内部１６ａが形成されており、案内部１６ａに乗った遊技球は、流下
経路Ｒ１に沿って、センター飾り１６の右方に形成された右寄り遊技領域へ案内される。
【００４８】
　盤面の左側には、レールセット１５の内周に沿って左サイド飾り３６が設けられている
。左サイド飾り３６とセンター飾り１６との間には、遊技球が流下する左寄り遊技領域が
形成されている。その左寄り遊技領域には、遊技球の流下経路を変化させる風車３５が回
転自在に設けられている。
【００４９】
　左サイド飾り３６には、左袖上入賞口１７と、左袖入賞口１８と、左下入賞口１９とが
設けられている。盤面の右側には、右サイド飾り３７が設けられており、その右サイド飾
り３７には、右肩入賞口２０が設けられている。右寄り遊技領域のセンター飾り１６には
、普通電動役物２７が設けられている。普通電動役物２７は、翼形状の開閉翼片２７ｃを
備えている。開閉翼片２７ｃは、その基部が回動可能に軸支されており、その基部の回動
によって先端を外方（図中では右方）へ開いたり内方（図中では左方）へ閉じたりする。
【００５０】
　開閉翼片２７ｃが外方へ開くと、その開いた開閉翼片２７ｃとセンター飾り１６との間
に第２始動口２２が形成される。図３は、開閉翼片２７ｃが外方へ開き、第２始動口２２
が形成された状態を示す。遊技盤５の下方には、どこにも入賞などしなかった遊技球を回
収するためのアウト口２６が開口形成されている。
【００５１】
　演出表示器３０の上方であってセンター飾り１６の中央には、ＬＥＤによって装飾され
た可動役物４０が設けられている。図５に示すように、可動役物４０の両端は、支持部材
４０ａ，４０ａによって支持されている。図５に示すように、可動役物４０は、所定の演
出タイミングになると演出表示器３０の前面に自然落下し、図３に示すように、モータ（
図１９において右リフトモータ４０ｄおよび左リフトモータ４０ｆで示す）などの昇降装
置によって上昇して落下前の原点に復帰する。
【００５２】
　また、可動役物４０は、モータ（図４１９において家紋モータ４０ｂで示す）およびカ
ム機構（図示せず）などの駆動装置によって振動する。図５に示すように、可動役物４０
の背面には、ＬＥＤによって装飾された可動役物４３が設けられている。可動役物４３は
、モータ（図１９において万華鏡モータ４３ａで示す）などの駆動装置によって回転し、
可動役物４０が落下すると出現する。また、センター飾り１６の両側には、可動役物４１
，４２が設けられている。可動役物４１，４２は、それぞれモータ（図１９において左竜
モータ４１ａおよび右竜モータ４２ａで示す）などの駆動装置によって作動する。
【００５３】
　また、図４に示すように、センター飾り１６の下部であって、演出表示器３０の前面下
部には、箱状の収納部材４６が設けられている。この収納部材４６の内部には、図５に示
す可動役物４４，４５が収納されている。可動役物４４，４５は、それぞれモータ（図１
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９において扉左モータ４４ａおよび扉右モータ４５ａで示す）などの駆動装置によって左
右方向へ移動する。可動役物４４，４５は、合体したときに一つの意匠を構成する。
【００５４】
　収納部材４６の正面および背面は、透光性材料によって形成されており、遊技者が可動
役物４４，４５の状態を視認できるようになっている。また、相互に離反した可動役物４
４，４５間に形成された空間の奥には、ＬＥＤにより装飾された装飾部材（図示省略）が
設けられており、可動役物４４，４５が相互に離反したときに装飾部材の各ＬＥＤが点灯
または点滅するようになっている。
【００５５】
　この実施形態では、可動役物４０は、家紋を模した形状に形成されており、可動役物４
０を装飾しているＬＥＤが点灯することによって家紋が浮き出るように構成されている。
また、可動役物４３は万華鏡を模した形状に形成されており、可動役物４３を装飾してい
るＬＥＤが点灯または点滅することにより、あたかも万華鏡を覗いているように見える演
出を行う。また、可動役物４１，４２は、それぞれ竜の頭を模した形状に形成されており
、前述した駆動装置によって竜が口を開閉する。
【００５６】
　図５は、可動役物４１，４２が作動し、一対の竜がそれぞれ口を開けた状態を示す。ま
た、可動役物４１，４２の内部には、それぞれＬＥＤ４１ｃ，４２ｃが設けられており、
そのＬＥＤが点灯することにより、あたかも竜が火を吹くように見える演出を行う。また
、可動役物４４，４５は、それぞれ扉形状に形成されており、各前面には竜の一部がそれ
ぞれ描かれている。そして、可動役物４４，４５が合体すると、竜が完成するようになっ
ている。
【００５７】
　上述した各可動役物４０～４５は、遊技中の所定のタイミングで動作して演出効果を高
める。また、各可動役物４０～４５は、動作することにより、大当りの発生の予告、大当
りの発生の示唆、演出表示器３０が大当り発生の確率が高い演出画像を表示することの予
告など、各種の予告を行う。
【００５８】
　図３において第１始動口２１と右肩入賞口２０との間（図中において符号Ｂで示す破線
で囲まれた領域）には、図６（ａ）に示すように、第１変動入賞装置２４および第２変動
入賞装置２５が上下に重ねて設けられている。第１変動入賞装置２４は、横長板状の第１
開閉部材２４ｄを備えており、この第１開閉部材２４ｄは、ソレノイド（図１８において
第１大入賞口ソレノイド２４ｂで示す）などの駆動装置によって開閉する。第１開閉部材
２４ｄが開放すると、第１大入賞口２４ａが開口する。
【００５９】
　第２変動入賞装置２５は、横長板状の第２開閉部材２５ｄを備えており、この第２開閉
部材２５ｄは、ソレノイド（図１８において第２大入賞口ソレノイド２５ｂで示す）など
の駆動装置によって開閉する。第２開閉部材２５ｄが開放すると、第２大入賞口２５ａが
開口する。図６（ａ）は、第１大入賞口２４ａおよび第２大入賞口２５ａがそれぞれ開口
した状態を示す。第１大入賞口２４ａおよび第２大入賞口２５ａは、大当りが発生したと
きに開口する。この実施形態では、第１開閉部材２４ｄおよび第２開閉部材２５ｄは、そ
れぞれ横長の板状に形成されており、両側の下端を軸にして前後に開閉するように構成さ
れている。
【００６０】
　図３において左サイド飾り３６の左袖上入賞口１７の左側（図中において符号Ａで示す
破線で囲まれた領域）には、図６（ｂ）に示すように、特別図柄表示装置３１と、普通図
柄表示装置３３と、特別図柄保留数表示装置３２および普通図柄保留数表示装置３４とが
設けられている。
　この実施形態では、特別図柄表示装置３１、普通図柄表示装置３３、特別図柄保留数表
示装置３２および普通図柄保留数表示装置３４は、それぞれＬＥＤにより構成されている
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が、液晶表示装置などにより構成することもできる。
【００６１】
　特別図柄表示装置３１は複数（たとえば、図６（ｂ）に示すように７個）のＬＥＤによ
り構成されており、それらのＬＥＤは、遊技球が第１始動口２１または第２始動口２２に
入賞すると所定の点滅パターンで点滅する。それらのＬＥＤが点灯したときの発光色およ
び消灯したときのＬＥＤの地の色が特別図柄を構成し、ＬＥＤが点滅している状態が、特
別図柄が変動表示している状態である。
【００６２】
　特別図柄表示装置３１は、各ＬＥＤをランダムに点滅させ、その点滅が停止したときに
点灯しているＬＥＤおよび消灯しているＬＥＤの組合せが特定の組合せであるときに大当
りが発生し、その組合せの種類によって大当りの種類が異なる。大当りの種類は、大当り
遊技において実行可能な最大ラウンド数、通常大当り、確変大当りおよび時短のうちの２
つ以上を組み合わせて構成されている。また、大当りの種類によって第１変動入賞装置２
４および第２変動入賞装置２５のどちらかが動作して大当り遊技が行われる。
　ここで、時短とは、特別図柄が変動表示を開始してから変動表示を終了するまでに要す
る時間が短縮され、かつ、普通図柄が変動表示を開始してから変動表示を終了するまでに
要する時間が短縮された遊技状態をいう。
【００６３】
　特別図柄表示装置３１が特別図柄を変動表示しているときに遊技球が始動口２１または
始動口２２に入賞したときは、その入賞に基づく特別図柄の変動表示は直ぐに実行されず
、一旦保留される。その保留数は、特別図柄保留数表示装置３２によって表示される。こ
の実施形態では、特別図柄保留数表示装置３２は４個のＬＥＤによって構成されており、
そのＬＥＤの点灯数によって特別図柄保留数を表示する。つまり、この実施形態では、特
別図柄保留数は最大４個である。
【００６４】
　演出表示器３０は、特別図柄表示装置３１の演出効果を高める目的で設けられている。
つまり、特別図柄表示装置３１は、複数のＬＥＤによって構成されており、ＬＥＤの点滅
のみでは演出効果が乏しいため、演出表示器３０が演出図柄を変動表示したり、演出用の
動画などの演出画像を表示したりすることによって演出効果を高めている。なお、演出図
柄とは、ＬＥＤによって表示される特別図柄に代わって表示する演出用の図柄のことであ
り、複数の識別情報を表現した図柄である。たとえば、０～９の数字を表現した図柄であ
り、演出表示器３０は、図柄列を数字の昇順に表示する。また、演出表示器３０は、動画
および静止画像により構成された演出画像を単独で、あるいは、演出図柄と共に表示する
。
【００６５】
　演出表示器３０は、特別図柄表示装置３１が特別図柄の変動表示を開始すると同時に演
出画像および演出図柄の表示を開始する。また、演出表示器３０は、特別図柄表示装置３
１が特別図柄の変動表示を終了すると同時に演出画像および演出図柄の表示を終了し、特
別図柄表示装置３１が確定表示した大当り図柄またはハズレ図柄に対応する演出図柄を確
定表示する。また、演出表示器３０は、主制御基板５０が主制御基板ケース５７ごと交換
された履歴が残っている場合にエラー報知を行い、不正行為が行われたパチンコ機である
ことを報知する役割もする。
【００６６】
　普通図柄表示装置３３は、複数（たとえば、図６（ｂ）に示すように２個）のＬＥＤに
より構成されており、各ＬＥＤが点灯したときの発光色および消灯したときのＬＥＤの地
の色が普通図柄を構成する。また、普通図柄表示装置３３がＬＥＤを点滅させている状態
が、普通図柄が変動表示している状態であり、変動表示が終了したときに点灯および消灯
しているＬＥＤの組合せによって普通図柄の当りまたはハズレが報知される。当りの普通
図柄が確定表示されると、普通電動役物２７の開閉翼片２７ｃの開放時間が長くなり、普
通電動役物２７への入賞が容易になる。つまり、単位時間当りに特別図柄が変動表示を開
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始する回数が多くなり、大当りが発生する確率が高くなる。
【００６７】
　遊技球がゲート２３を通過すると、普通図柄表示装置３３が普通図柄の変動表示を開始
する。そして、普通図柄表示装置３３が普通図柄を変動表示しているときに遊技球がゲー
ト２３を通過したときは、その通過による普通図柄の変動表示が保留され、その保留数は
普通図柄保留数表示装置３４により表示される。この実施形態では、普通図柄保留数表示
装置３４は、４個のＬＥＤによって構成されており、そのＬＥＤの点灯数によって保留数
を表示する。つまり、この実施形態では、普通図柄保留数は最大４個である。
【００６８】
［背面の構造］
　次に、パチンコ機１の背面の構造について図を参照して説明する。
　図７は、パチンコ機１の背面斜視図であり、図８は、パチンコ機１の背面における内部
構造の一部を示す部分背面図である。
【００６９】
　パチンコ機１の背面に設けられたカバー９０の内部には、主制御基板（図１０（ｃ）に
おいて符号５０で示す）が収容された主制御基板ケース５７などが設けられている。カバ
ー９０の下方には、発射制御基板４が収容された発射制御基板ケース４ｈと、払出制御基
板（図１８において符号６０で示す）が収容された払出制御基板ケース６５とが設けられ
ている。主制御基板ケース５７の右方には、賞球を払出す賞球払出装置３８が設けられて
いる。また、パチンコ機１の背面には、パチンコ機１にＡＣ２４Ｖを供給するための電源
プラグ８２が接続されている。
【００７０】
［主制御基板ケースの構造］
　次に、この出願に係る発明の特徴である主制御基板ケース５７の構造について図を参照
して説明する。
　図９（ａ）は図８に示す主制御基板ケースの正面図、（ｂ）は左側面図である。図１０
（ａ）は図８に示す主制御基板ケースの正面図、（ｂ）は右側面図、（ｃ）は底面図であ
る。図１１（ａ）は図８に示す主制御基板ケースの正面斜視図、（ｂ）は右側面図、（ｃ
）は（ａ）において二点鎖線で囲んだ部分の拡大図、（ｄ）は（ｂ）において二点鎖線で
囲んだ部分の拡大図である。図１２は図１１（ａ）に示す主制御基板ケースの分解斜視図
である。
【００７１】
　主制御基板ケース５７は、ケース本体５５およびカバー５６を備える。ケース本体５５
には主制御基板５０が収容されている。この実施形態では、ケース本体５５は背面が開口
した箱状に形成されており、カバー５６は、ケース本体５５の背面を覆う形状に形成され
ており、カバー５６の表面５６ａは平面に形成されている。ケース本体５５の裏面５５ｂ
が主制御基板５０の表面（基板面）に対向し、カバー５６の裏面５６ｂが主制御基板５０
の裏面に対向している。ケース本体５５およびカバー５６は、透明の樹脂製であり、収容
された主制御基板５０を外部から視認できるように構成されている。主制御基板５０は、
ケース本体５５の開口した背面から収容されている。
【００７２】
　ケース本体５５の表面５５ａには、主制御基板５０の基板面に搭載されたコネクタ５０
ａの頭部を露出させるための窓５５ｋと、主制御基板５０から発生した熱を放熱するため
の放熱孔５５ｍとが開口形成されている。また、表面５５ａには、カバー５６を開封した
者の氏名および開封した年月日を記入するための記入部５５ｎと、パチンコ機１の機種名
を表示するための表示部５５ｐとが形成されている。
【００７３】
　図９および図１０に示すように、ケース本体５５の左側面５５ｄの下端には、主制御基
板ケース５７をパチンコ機１の背面の所定個所に取付けるための回動軸部材５５ｉが左方
に突出形成されている。また、カバー５６の右側面５６ｃの下端には、主制御基板ケース
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５７をパチンコ機１の背面の所定個所に回動可能に取付けるための回動軸部材５６ｉが右
方に突出形成されている。図１２に示すように、カバー５６の平面５６ｅには、内側下向
きに屈曲したケース本体受け部５６ｇが形成されており、底面５６ｆには、内側上向きに
屈曲したケース本体受け部５６ｈが形成されている。カバー５６の左側面５６ｄは開口形
成されている。
【００７４】
　ケース本体５５の平面５５ｅの左端には、右端が開口したカバー受け部５５ｇが形成さ
れており、底面５５ｆの左端には、右端が開口したカバー受け部５５ｈが形成されている
。カバー５６は、その開口した左側面５６ｄから、ケース本体５５の右側面５５ｃへ挿入
され、ケース本体５５の平面５５ｅがカバー５６のケース本体受け部５６ｇによって保持
され、ケース本体５５の底面５５ｆがカバー５６のケース本体受け部５６ｈによって保持
される。また、カバー５６の平面５６ｅの左端に位置するケース本体受け部５６ｇは、ケ
ース本体５５のカバー受け部５５ｇの右側面から挿入されて保持され、カバー５６の底面
５６ｆの左端に位置するケース本体受け部５６ｈは、ケース本体５５のカバー受け部５５
ｆの右側面から挿入されて保持される。
【００７５】
　図１２に示すように、ケース本体５５の右側面５５ｃには、ケース本体側カシメ部５５
ｊ，５５ｊが右方へ突出形成されており、各ケース本体側カシメ部５５ｊには、係止片５
５ｊ１がそれぞれ右方へ突出形成されている。また、ケース本体側カシメ部５５ｊ，５５
ｊ間には、皿ネジ５９ｂを挿通するためのネジ挿通部５５ｔが形成されている。カバー５
６の右側面５６ｃには、カバー側カシメ部５６ｊ，５６ｊが右方へ突出形成されており、
各カバー側カシメ部５６ｊには、ケース本体側カシメ部５５ｊの係止片５５ｊ１を係止す
るための係止孔５６ｊ１がそれぞれ形成されている。また、カバー側カシメ部５６ｊ，５
６ｊ間には、皿ネジ５９ｂを挿入するためのネジ挿入部５６ｔが形成されている。また、
各カバー側カシメ部５６ｊの表面には、カシメピン５８を挿入するための挿入孔がそれぞ
れ開口形成されている。
【００７６】
　カバー５６の右側面５６ｃの上端には、主制御基板ケース５７をパチンコ機１の背面の
所定個所に係止するための係止片５６ｋが右方へ突出形成されており、左側面５６ｄの上
端には、主制御基板ケース５７をパチンコ機１の背面の所定個所に係止するための係止片
５６ｋが左方へ突出形成されている。また、カバー５６の右側面５６ｃには、ケース本体
５５の右側面５５ｃに形成された係止片５５ｓ，５５ｓを係止するための係止孔５６ｍ，
５６ｍが開口形成されている。
【００７７】
　主制御基板ケース５７には、上コネクタカバー５７ａおよび下コネクタカバー５７ｂが
備えられている。上コネクタカバー５７ａには、主制御基板５０の表面５５ａにおいて平
面５５ｅ寄りに設けられたコネクタ５０ａの頭部を露出させるための開口部５７ａ１と、
ケース本体５５の左上角部のボス５５ｒを嵌合するためのボス嵌合孔５７ａ２と、タッピ
ングネジ５９ａを挿通するためのネジ挿通孔５７ａ３とが形成されている。下コネクタカ
バー５７ｂには、主制御基板５０の表面５５ａにおいて底面５５ｆ寄りに設けられたコネ
クタ５０ａの頭部を露出させるための開口部５７ｂ１と、ケース本体５５の左下角部のボ
ス５５ｒを嵌合するためのボス嵌合孔５７ｂ２とが形成されている。
【００７８】
　各開口部５７ａ１，５７ｂ１は、露出させるコネクタ５０ａの外周と接触する大きさに
形成されている。これにより、上コネクタカバー５７ａおよび下コネクタカバー５７ｂは
、ケース本体５５の窓５５ｋから露出したコネクタ５０ａと、窓５５ｋとの間に隙間が形
成されない。つまり、上コネクタカバー５７ａおよび下コネクタカバー５７ｂは、主制御
基板ケース５７の外部からコネクタ５０ａの周囲に形成された隙間を通して金属線などを
挿入し、主制御基板５０の回路に細工を施す不正行為を防止する役割を果たしている。
【００７９】
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　ケース本体５５の左端上下の角部および右端下の角部には、主制御基板５０をケース本
体５５の裏面５５ｂに固定するためのボス５５ｒが形成されている。各ボス５５ｒは、ケ
ース本体５５の裏面にも突出しており、ボス５５ｒと対応する主制御基板５０の角部に形
成されたボス挿通孔に嵌合される。また、ケース本体５５の右端上の角部には、ケース本
体５５、主制御基板５０およびカバー５６を一体的に固定するためのタッピングネジ５９
ａを挿通するネジ挿通孔５５ｒ１が貫通形成されている。カバー５６の右端上の角部には
、タッピングネジ５９ａを挿通するネジ挿通孔５６ｐが形成されている。
【００８０】
　主制御基板ケース５７は、封印シール１００を保護するためのシールカバー５７ｃを備
える。図１２に示すように、シールカバー５７ｃは、板状に形成されたシールカバー本体
５７ｃ１と、このシールカバー本体５７ｃ１に形成された係止片５７ｃ２とを備える。シ
ールカバー本体５７ｃ１は、ケース本体５５の左側面５５ｄに貼着された封印シール１０
０の表面を覆う大きさに形成されている。ケース本体５５の左側面５５ｄの正面寄りには
、シールカバー５７ｃを取付けるためのシールカバー取付け部５７ｄが形成されている。
シールカバー取付け部５７ｄには、シールカバー５７ｃの係止片５７ｃ２を係止するため
の係止孔５７ｄ１が形成されている。
【００８１】
［主制御基板ケースの封印構造］
　次に、主制御基板ケース５７の封印構造について図を参照して説明する。
　図１３（ａ）は封印シールの拡大図、（ｂ）は使用状態における封印シールの拡大図で
ある。図１４はＲＦタグの拡大図である。図１５は主制御基板ケースの交換を検出するス
イッチの説明図であり、（ａ）はスイッチがオフの状態を示す説明図、（ｂ）はスイッチ
がオンした状態を示す説明図である。
【００８２】
　ケース本体５５およびカバー５６の左側面には、ケース本体５５およびカバー５６の境
界に跨って封印シール１００が貼着されている。図１３（ａ）に示すように、封印シール
１００は、矩形に形成されており、その裏面には、接着層から成る接着面１００ａが形成
されている。この実施形態では、封印シール１００を剥がしたことを電気的に検出するた
め、接着面１００ａの接着力は、従来のように、剥がそうとすると容易に破れ、その痕跡
が残るほどの接着力よりも小さい接着力で良い。
【００８３】
　封印シール１００の接着面１００ａには、ＲＦタグ２００が貼着されている。この実施
形態では、ＲＦタグ２００は帯状に形成されている。ＲＦタグ２００は、ＲＦタグリーダ
（ＲＦタグ情報読取り装置）と通信を行うためのアンテナ２０１と、パチンコ機１を他の
パチンコ機と識別するための固有の識別情報が記憶されたＩＣチップ２０２とを備える。
アンテナ２０１は、導電性の金属により膜状に形成されており、複数の切り込み２０３が
形成されている。各切り込み２０３は、アンテナ２０１の長手方向と直交する方向に長手
方向の端部に形成されている。
【００８４】
　各切り込み２０３は、アンテナ２０１の長手方向の端部から、封印シールの接着面１０
０ａにかけて形成されている。つまり、アンテナ２０１は、封印シール１００を剥がした
ときに、その剥がした位置に近い切り込み２０３から容易に破断するように構成されてい
る。このように、封印シール１００を剥がすとアンテナ２０１が破断してＲＦタグ２００
が機能しなくなり、ＲＦタグリーダを用いてＲＦタグ２００を読取る際に読取りエラーと
なる。これにより、ＲＦタグ２００のアンテナ２０１が破断している、つまり、封印シー
ル１００が剥がされ、主制御基板５０に不正行為が行われていると推定することができる
。
【００８５】
　ＩＣチップ２０２は、パチンコ機１の固有の識別情報が記憶された記憶部（図示省略）
と、この記憶部に記憶されている識別情報を読出すための制御回路（図示省略）と、ＲＦ
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タグリーダと通信を行い、制御回路により読出された識別情報をＲＦタグリーダへ送信す
るための通信回路（図示省略）とを備える。この実施形態では、ＲＦタグ２００は、バッ
テリを持たない受動型のＲＦタグである。
【００８６】
　図１５に示すように、主制御基板ケース５７は、パチンコ機１の背面に配置された構造
物１ｃの表面に取付けられている。主制御基板ケース５７は、主制御基板ケース５７を構
成するカバー５６の表面５６ａを構造物１ｃの表面１ｄに当接させた状態で構造物１ｃに
取付けられている。構造物１ｃの内部には、主制御基板ケース５７が構造物１ｃから取り
外されたことを検出するスイッチＳＷ１が設けられている。スイッチＳＷ１は、スイッチ
本体ＳＷ１ｂと、押圧部材ＳＷ１ａとを備える。スイッチ本体ＳＷ１ｂは壁１ｃの内部に
設けられており、押圧部材ＳＷ１ａはスイッチ本体ＳＷ１ｂに対して進退可能に設けられ
ている。
【００８７】
　押圧部材ＳＷ１ａは、主制御基板ケース５７が構造物１ｃの表面１ｄに取付けられた状
態ではスイッチ本体ＳＷ１ｂの内部に埋没している。また、押圧部材ＳＷ１ａは、主制御
基板ケース５７を構造物１ｃから取り外すと、構造物１ｃの表面１ｄを貫通して突出する
。構造物１ｃの表面１ｄには、押圧部材ＳＷ１ａが突出時に通過する貫通孔（図示省略）
が形成されている。
【００８８】
　スイッチＳＷ１は、主制御基板ケース５７が構造物１ｃから取り外されことを検出する
交換検出回路６７と電気的に接続されている。
　押圧部材ＳＷ１ａは、バネなどの付勢部材を介しスイッチ本体ＳＷ１ｂに取付けられて
おり、主制御基板ケース５７が構造物１ｃに取付けられている状態では、カバー５６の表
面５６ａに押圧され、上記の付勢部材の付勢力に抗した状態でスイッチ本体ＳＷ１ｂの内
部に埋没している。また、押圧部材ＳＷ１ａは、主制御基板ケース５７が取り外されると
、上記付勢部材の付勢力によってスイッチ本体ＳＷ１ｂから突出し、構造物１ｃの表面１
ｄから突出する。
【００８９】
　この実施形態では、スイッチＳＷ１はｂ接点式のスイッチであり、主制御基板ケース５
７が構造物１ｃに取付けられており、押圧部材ＳＷ１ａがスイッチ本体ＳＷ１ｂに埋没し
た状態では接点が開いたスイッチオフの状態を維持する。また、主制御基板ケース５７が
構造物１ｃから取り外され、押圧部材ＳＷ１ａが構造物１ｃの表面１ｄから突出した状態
になると接点が閉じてスイッチオンになる。
【００９０】
［主制御基板ケースの組付け方法］
　主制御基板５０の基板面に配置された各コネクタ５０ａに上コネクタカバー５７ａおよ
び下コネクタカバー５７ｂを被せ、主制御基板５０をケース本体５５の開口した背面から
収容する。このとき、ケース本体５５の左上角部のボス５５ｒを上コネクタカバー５７ａ
のボス嵌合孔５７ａ２および主制御基板５０の左上角部のボス嵌合孔（図示省略）に嵌合
する。また、ケース本体左下角部のボス５５ｒを下コネクタカバー５７ｂのボス嵌合孔５
７ｂ２および主制御基板５０の左下角部のボス嵌合孔（図示省略）に嵌合する。また、ケ
ース本体右下角部のボス５５ｒを主制御基板５０の右下角部のボス嵌合孔（図示省略）に
嵌合する。
【００９１】
　また、ケース本体５５の左側面５５ｄの裏面に取付けられた端子５５ｑを主制御基板５
０に設けられたコネクタ５０ｂに接続する。そして、ケース本体５５の右側面５５ｃから
カバー５６の左側面５６ｄを挿入して左方へスライドさせ、ケース本体５５の右側面５５
ｃに形成された各係止片５５ｓをカバー５６の右側面５６ｃに形成された各係止孔５６ｍ
に係止する。このとき、各ケース本体側カシメ部５５ｊの各係止片５５ｊが各カバー側カ
シメ部５６ｊの各係止孔５６ｊ１に係止される。また、スイッチＳＷ１の押圧部材ＳＷ１
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ａは、カバー５６の右側面５６ｃの裏面５６ｃ１に当接して押圧され、スイッチ本体ＳＷ
１ｂの内部に埋設し、スイッチオフの状態になる。
【００９２】
　そして、タッピングネジ５９ａをケース本体５５のネジ挿通孔５５ｒ１、上コネクタカ
バー５７ａのネジ挿通孔５７ａ３およびカバー５６のネジ挿通孔５６ｐねじ込み、ケース
本体５５にカバー５６を固定する。また、皿ネジ５９ｂをケース本体５５のネジ挿通部５
５ｔに挿通し、さらに、カバー５６のネジ挿通部５６ｔにねじ込む。さらに、カシメピン
５８，５８に接着剤を塗布し、その各カシメピン５８の先端に形成された係止片５８ｂを
カバー側カシメ部５６ｊ，５６ｊに挿入する。
【００９３】
　これにより、係止片５８ｂが、カバー側カシメ部５６ｊの係止孔５６ｊ１に係止された
ケース本体側カシメ部５５ｊの係止片５５ｊ１を挟持し、さらに、各係止片５８ｂがカバ
ー側カシメ部５６ｊの内部に係止される。また、各カバー側カシメ部５６ｊのうち、カシ
メピン５８の挿入口は、カシメピン５８の基部５８ａによってそれぞれ閉塞される。
【００９４】
　そして、ＲＦタグ２００がケース本体５５およびカバー５６の各左側面を跨ぐように封
印シール１００を主制御基板ケース５７の左側面に貼着する。続いて、シールカバー５７
ｃの係止片５７ｃ２をシールカバー取付け部５７ｄの係止孔５７ｄ１に係止し、シールカ
バー５７ｃを主制御基板ケース５７に取付け、封印シール１００の表面を保護する。
【００９５】
［交換検出回路の電気的構成］
　次に、交換検出回路６７の電気的構成についてそれをブロックで示す図１６を参照して
説明する。
【００９６】
　主制御基板ケース５７が構造物１ｃから取り外されたことを検出する交換検出回路６７
は、主制御基板ケース５７および払出制御基板ケース６５が設けられている箇所とは異な
る箇所に設けられている。交換検出回路６７は、主制御基板ケース５７が構造物１ｃから
取り外されたか否かを検出する検出部６７ａと、検出部６７ａの検出履歴を記憶する記憶
部６７ｂと、検出部６７ａの検出機能および記憶部６７ｂの記憶内容を保持するためのバ
ックアップ電源６７ｃとを備える。検出部６７ａには、スイッチＳＷ１が電気的に接続さ
れている。
【００９７】
　パチンコ機１に電源が供給されていない状態でも、検出部６７ａおよび記憶部６７ｂに
はバックアップ電源６７ｃから電源が供給されており、スイッチＳＷ１には、それぞれ所
定の大きさの電圧が印加されている。主制御基板ケース５７が構造物１ｃから取り外され
ていない状態では、スイッチＳＷ１は開いた（オフした）状態になっている。検出部６７
ａは、スイッチＳＷ１が閉じた（オンした）か否かを判定する。たとえば、スイッチＳＷ
１に印加されている電圧が上昇した場合にスイッチＳＷ１が閉じたと判定する。
【００９８】
　スイッチＳＷ１が閉じたという判定結果の履歴は、記憶部６７ｂに記憶保持される。検
出部６７ａおよび記憶部６７ｂは、バックアップ電源６７ｃから電源の供給を受けている
ため、パチンコ機１が電源に接続されていないときでも、主制御基板ケース５７が取り外
されたことを検出し、その検出結果を記憶保持することができる。
【００９９】
　この実施形態では、検出部６７ａは、スイッチＳＷ１に電圧を印加する電圧印加回路、
スイッチＳＷ１の印加電圧を検出する電圧検出回路、この電圧検出回路により検出された
電圧の変化を判定するマイクロコンピュータなどにより構成されている。また、記憶部６
７ｂは、フラッシュメモリであり、バックアップ電源６７ｃは、電池、または、充電され
たコンデンサ（たとえば、電気二重層コンデンサ）である。
【０１００】
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［主制御基板ケース交換検出処理］
　次に、検出部６７ａが実行する主制御基板ケース交換検出処理の内容についてそれを示
す図１７のフローチャートを参照して説明する。なお、以下の説明では、処理ステップを
Ｓと略す。
【０１０１】
　検出部６７ａは、スイッチＳＷ１に印加されている電圧Ｖ１を検出し、その検出した電
圧Ｖ１が所定の閾値以上になったか否かに基いて、スイッチＳＷ１がオンしたか否かを判
定する（Ｓ１）。ここで、スイッチＳＷ１がオンしたと判定した場合は（Ｓ１：Ｙｅｓ）
、主制御基板ケース５７が構造物１ｃから取り外されたことを示すデータ１を記憶部６７
ｂに記憶する（Ｓ２）。つまり、主制御基板ケース５７が構造物１ｃから取り外された履
歴が記憶部６７ｂに残る。
【０１０２】
［パチンコ機の主な電気的構成］
  次に、パチンコ機１の主な電気的構成についてそれをブロックで示す図１８および図１
９を参照して説明する。
【０１０３】
　図１８に示すように、主制御基板５０には、主制御用ＭＰＵ（マイクロプロセッサーユ
ニット）５１が搭載されている。主制御用ＭＰＵ５１は、主制御用ＣＰＵ５２と、主制御
用ＲＯＭ５３と、主制御用ＲＡＭ５４とを備える。主制御用ＣＰＵ５２は、大当り判定お
よび演出内容の決定などを行う。演出内容とは、大当り図柄の抽選、大当りの種類の抽選
、ハズレ図柄の抽選、特別図柄変動時間（演出図柄変動時間）の抽選などである。また、
主制御用ＣＰＵ５２は、入賞の検出、ゲート通過の検出、普通図柄の当り判定、賞球の払
出命令などを実行する。
【０１０４】
　主制御用ＲＯＭ５３には、主制御用ＣＰＵ５２が上記の各処理を実行するためのコンピ
ュータプログラム、各制御基板へ送信する制御コマンド、大当り判定を行う際に参照する
大当り値などが読出し可能に格納されている。主制御用ＲＡＭ５４は、主制御用ＣＰＵ５
２が上記のコンピュータプログラムを実行するときに使用するワーク領域を有する。また
、主制御用ＲＡＭ５４は、主制御用ＣＰＵ５２が上記のコンピュータプログラムを実行す
ることにより発生する処理結果および判定結果などを読出しおよび書換え可能に格納する
。
【０１０５】
　また、主制御基板５０には、第１始動口２１に入賞した遊技球を検出する第１始動口ス
イッチ２１ａと、第２始動口２２に入賞した遊技球を検出する第２始動口スイッチ２２ａ
とが電気的に接続されている。また、主制御基板５０には、図柄表示基板８４が電気的に
接続されている。図柄表示基板８４には、特別図柄表示装置３１と、特別図柄保留数表示
装置３２と、普通図柄表示装置３３と、普通図柄保留数表示装置３４とが搭載されている
。また、主制御基板５０には、払出制御基板６０と、外部端子板８５と、セキュリティ中
継端子板８９とが電気的に接続されている。
【０１０６】
　セキュリティ中継端子板８９には、不正行為において使用される誘導磁界を検出するた
めの誘導磁界センサ９１と、不正行為において使用される磁気を検出するための第１磁気
センサ９２と、第２磁気センサ９３とが電気的に接続されている。
【０１０７】
　払出制御基板６０には、下受け皿７が遊技球で満杯になった状態を検出するための下皿
満杯スイッチ７ｂと、扉開放中継端子板８６とが電気的に接続されている。扉中継端子板
８６には、ガラス枠セット３が開放された状態を検出するための扉開放スイッチ８７と、
外枠セット８が開放された状態を検出するための外枠開放スイッチ８８とが電気的に接続
されている。また、払出制御基板６０には、払出中継端子板８３が電気的に接続されてお
り、払出中継端子板８３には、遊技球を上受け皿６へ払出す部材を駆動するための払出モ
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ータ３８ｃと、この払出モータ３８ｃによって払出された遊技球を検出するための前部払
出センサ３８ａ，後部払出センサ３８ｂと、払出モータ３８ｃによって払出す遊技球が切
れていることを検出する前部球切れスイッチ３８ｄ，後部球切れスイッチ３８ｅとが電気
的に接続されている。
【０１０８】
　払出制御基板６０には、払出制御用ＭＰＵ６１が搭載されており、その払出制御用ＭＰ
Ｕ６１は、払出制御用ＣＰＵ６２と、払出制御用ＲＯＭ６３と、払出制御用ＲＡＭ６４と
を備える。払出制御用ＣＰＵ６２は、主制御用ＭＰＵ５１から送信される払出制御コマン
ドに従って払出モータ３８ｃを制御し、賞球の払出しを制御する。また、払出制御用ＣＰ
Ｕ６２は、前部払出センサ３８ａおよび後部払出センサ３８ｂからそれぞれ出力される信
号の変化を検出し、払出された賞球数を計数する。
【０１０９】
　払出制御用ＲＯＭ６３には、払出制御用ＣＰＵ６２が実行するコンピュータプログラム
などが読出し可能に格納されている。払出制御用ＲＡＭ６４は、払出制御用ＣＰＵ６２が
上記のコンピュータプログラムを実行するときに使用するワーク領域を有する。また、払
出制御用ＲＡＭ６４は、払出制御用ＣＰＵ６２が上記のコンピュータプログラムを実行す
ることにより発生する処理結果および判定結果などを読出しおよび書換え可能に格納する
。また、払出制御基板６０には、プリペイドカードなどのプリペイド媒体の残り度数を表
示する度数表示基板９７が遊技球等貸出装置接続端子板９６を介して電気的に接続されて
いる。
【０１１０】
　さらに、発射制御基板４には、遊技球を発射する発射装置を駆動する発射ソレノイド４
ｆと、遊技球を発射位置へ供給する球供給装置を駆動する球送りソレノイド４ｇと、発射
レバー４ｂの回動量に応じて発射装置４の発射強度を調節するための発射強度電子ボリュ
ーム４ｃと、遊技者が発射レバー４ｂに触れたことを検出して発射装置４を駆動させるた
めのタッチスイッチ４ｄと、発射レバー４ｂの回動によってオンまたはオフし、発射ソレ
ノイド４ｆを駆動する発射スイッチ４ｅとが電気的に接続されている。
【０１１１】
　主制御基板５０には、盤面中継端子板３７が電気的に接続されており、その盤面中継端
子板３７には、左袖上入賞口１７に入賞した遊技球を検出するための左袖上入賞口スイッ
チ１７ａと、左袖入賞口１８に入賞した遊技球を検出するための左袖入賞口スイッチ１８
ａと、左下入賞口１９に入賞した遊技球を検出するための左下入賞口スイッチ１９ａと、
右肩入賞口２０に入賞した遊技球を検出するための右肩入賞口スイッチ２０ａと、第１大
入賞口２４ａに入賞した遊技球を検出するための第１大入賞口スイッチ２４ｃと、ゲート
２３を通過した遊技球を検出するためのゲートスイッチ２３ａと、第２大入賞口２５ａに
入賞した遊技球を検出するための第２大入賞口スイッチ２５ｃと、第１変動入賞装置２４
を駆動するための第１大入賞口ソレノイド２４ｂと、普通電動役物２７を駆動するための
普通電動役物ソレノイド２７ｂと、第２変動入賞装置２５を駆動するための第２大入賞口
ソレノイド２５ｂとが電気的に接続されている。
【０１１２】
　また、パチンコ機１には、主電源（ＡＣ／２４Ｖ）９５に接続された電源基板９４が備
えられており、電源基板９４は、主電源９５から供給される電源を主制御基板５０と、払
出制御基板６０と、遊技球等貸出装置接続端子板９６とに供給する。
【０１１３】
　図１９に示すように、パチンコ機１には、演出制御基板４００が設けられており、その
演出制御基板４００には、画像音声制御基板７０と、盤面演出中継端子板８２と、盤面Ｌ
ＥＤ中継端子板８１と、補助演出駆動基板５００と、演出電源基板９８とが電気的に接続
されている。演出制御基板４００には、演出制御用ＣＰＵ４０２を備えた演出制御用ＭＰ
Ｕ４０１が搭載されている。演出制御用ＣＰＵ４０２は、主制御基板５０（図１８）から
送信された演出制御信号を受信し、その受信した演出制御信号を対応する基板に振り分け
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る処理などを行う。
【０１１４】
　画像音声制御基板７０には、液晶中継端子板３０ａを介して演出表示器３０が電気的に
接続されている。また、画像音声制御基板７０には交換検出回路６７が電気的に接続され
ており、主制御基板ケース５７が取り外された履歴が交換検出回路６７に記憶されている
場合に演出表示器３０にエラー報知を行わせるように構成されている。また、画像音声制
御基板７０には、盤面演出中継端子板８２が電気的に接続されており、その盤面中継端子
板８２には、枠部演出中継端子板８３を介して右スピーカ１０と、左スピーカ１１と、下
スピーカ１２とが電気的に接続されている。また、枠部演出中継端子板８３には、枠部Ｌ
ＥＤ駆動基板６６を介して照光付演出スイッチ９ａが電気的に接続されている。照光付演
出スイッチ９ａは、演出ボタン９を押圧操作したときにオンし、演出ボタン９に内蔵され
ているＬＥＤを点灯させるスイッチである。
【０１１５】
　画像音声制御基板７０には、画像音声制御用ＭＰＵ７１が搭載されている。画像音声制
御用ＭＰＵ７１は、画像音声制御用ＣＰＵ７２と、画像音声制御用ＲＯＭ７３と、画像音
声制御用ＲＡＭ７４とを備える。画像音声制御用ＣＰＵ７２は、主制御基板５０から演出
制御基板４００を介して送信された演出制御信号に従って演出表示器３０を制御し、演出
制御信号に対応する画像を演出表示器３０に表示させる。また、画像音声制御用ＣＰＵ７
２は、主制御基板５０から演出制御基板４００を介して送信された演出制御信号に従って
各スピーカ１０～１２を駆動し、演出制御信号に対応する効果音を各スピーカ１０～１２
から出力させる。
【０１１６】
　画像音声制御用ＲＯＭ７３には、画像音声制御用ＣＰＵ７２が実行するコンピュータプ
ログラムが読出し可能に格納されている。また、画像音声制御用ＲＯＭ７３には、画像音
声制御用ＣＰＵ７２がコンピュータプログラムを実行するときに参照する各種のテーブル
が読出し可能に格納されている。
　また、画像音声制御用ＲＯＭ７３には、特別図柄、普通図柄および演出図柄などの変動
パターンを決定するためのテーブルが格納されている。また、画像音声制御用ＲＯＭ７３
には、パチンコ機１に設けられた演出用のＬＥＤの点灯パターンを決定するためのテーブ
ル、効果音や音楽の種類を決定するためのテーブルなど、演出に必要なテーブルやデータ
などが格納されている。
【０１１７】
　画像音声制御用ＲＡＭ７４は、画像音声制御用ＣＰＵ７２がコンピュータプログラムを
実行するときに使用するワーク領域を有する。また、画像音声制御用ＲＡＭ７４は、画像
音声制御用ＣＰＵ７２がコンピュータプログラムを実行することにより発生する処理結果
および判定結果などを読出しおよび書換え可能に格納する。
【０１１８】
　補助演出駆動基板５００には、補助演出上中継端子板９９と、補助演出右中継端子板６
８と、補助演出下中継端子板９８とが電気的に接続されている。補助演出上中継端子板９
９には、可動役物４３を回転させる万華鏡モータ４３ａと、可動役物４３が原点に復帰し
たことを検出する万華鏡原点センサ４３ｂと、可動役物４２を駆動する右竜モータ４２ａ
と、可動役物４２が原点に復帰したことを検出する右竜原点センサ４２ｂと、可動役物４
１を駆動する左竜モータ４１ａと、可動役物４１が原点に復帰したことを検出する左竜原
点センサ４１ｂとが電気的に接続されている。
【０１１９】
　補助演出右中継端子板６８には、可動役物４０を振動させる家紋モータ４０ｂと、可動
役物４０ｂの位置を検出する家紋位置確認センサ４０ｃと、可動役物４０を上昇させる右
リフト（図示省略）を駆動する右リフトモータ４０ｄと、右リフトが原点に復帰したこと
を検出する右リフト原点センサ４０ｅとが電気的に接続されている。
　補助演出下中継端子板９８には、可動役物４０を上昇させる左リフト（図示省略）を駆
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動する左リフトモータ４０ｆと、左リフトが原点に復帰したことを検出する左リフト原点
センサ４０ｇと、可動役物４５を移動させる扉右モータ４５ａと、可動役物４５が原点に
復帰したことを検出する扉右原点センサ４５ｂと、可動役物４４を移動させる扉左モータ
４４ａと、可動役物４４が原点に復帰したことを検出する扉左原点センサ４４ｂとが電気
的に接続されている。
【０１２０】
　補助演出駆動基板５００には、補助演出制御用ＭＰＵ５０１が搭載されている。補助演
出制御用ＭＰＵ５０１は、補助演出制御用ＣＰＵ５０２と、補助演出制御用ＲＯＭ５０３
と、補助演出制御用ＲＡＭ５０４とを備える。補助演出制御用ＣＰＵ５０２は、主制御基
板５０から演出制御基板４００を介して送信された演出制御信号に従って可動役物４０～
４５の動作を制御する。補助演出制御用ＲＯＭ５０３には、補助演出制御用ＣＰＵ５０２
が実行するコンピュータプログラムが読出し可能に格納されている。また、補助演出制御
用ＲＯＭ５０３には、補助演出制御用ＣＰＵ５０２がコンピュータプログラムを実行する
ときに参照する各種のテーブル（たとえば、可動役物４０～４５の動作パターン）が読出
し可能に格納されている。
【０１２１】
　補助演出制御用ＲＡＭ５０４は、補助演出制御用ＣＰＵ５０２がコンピュータプログラ
ムを実行するときに使用するワーク領域を有する。また、補助演出制御用ＲＡＭ５０４は
、補助演出制御用ＣＰＵ５０２がコンピュータプログラムを実行することにより発生する
処理結果および判定結果などを読出しおよび書換え可能に格納する。
【０１２２】
　演出電源基板９８は、電源基板９４（図１８）から供給される電源を演出電源基板９８
と電気的に接続された各基板へ分配する。盤面ＬＥＤ中継端子板８１には、遊技盤５に設
けられた装飾用の各ＬＥＤが搭載されている。
【０１２３】
［エラー報知処理］
　次に、画像音声制御用ＣＰＵ７２が出力するエラー報知処理の内容についてそれを示す
図２０のフローチャートを参照して説明する。
【０１２４】
　画像音声制御用ＣＰＵ７２は、交換検出回路６７の記憶部６７ｂに記憶されている履歴
データを読込み（Ｓ１０）、その読込んだ履歴データが１であるか否かを判定する（Ｓ１
１）。つまり、主制御基板ケース５７が取り外された履歴が残っているか否かを判定する
。ここで、読込んだ履歴データが１であると判定した場合は（Ｓ１１：Ｙｅｓ）、演出表
示器３０にエラー報知を行わせる（Ｓ１２）。
【０１２５】
　このように、主制御基板ケース５７が取り外された履歴が記憶部６７ｂに記憶されてい
る場合は、演出表示器３０の画面にエラー報知が行われる。たとえば、演出表示器３０の
画面に「主制御基板ケース交換履歴あり」、「主制御基板エラー」、「内部に異常あり」
などのメッセージ画像を表示する。このとき、演出画像を表示しないでメッセージ画像の
みを表示するようにすれば、遊技の進行を中止し、不正な賞球の払出しを阻止することが
できる。
【０１２６】
　また、スピーカ１０～１２から特定の音声を出力したり、特定のＬＥＤを点灯または点
滅させることにより、エラー報知を行うこともできる。さらに、演出表示器３０が備える
ＣＰＵなど、主制御基板５０および払出制御基板６０以外に設けられたＣＰＵが、上記の
エラー報知処理を実行するようにしても良い。
【０１２７】
［第１実施形態の効果］
（１）上述したように、第１実施形態のパチンコ機１を使用すれば、主制御基板ケース５
７を取り外した履歴が残っていると、エラー報知が行われるため、エラー報知が行われて
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いるパチンコ機を発見することにより、主制御基板５０を主制御基板ケース５７ごと交換
して不正行為が行われたパチンコ機を容易に発見することができる。また、エラー報知が
行われると、演出装置が作動しないため、演出装置が作動しないパチンコ機を発見するこ
とによっても、主制御基板５０を主制御基板ケース５７ごと交換して不正行為が行われた
パチンコ機を容易に発見することができる。
　しかも、演出装置が作動しないと遊技が成立しないため、不正な賞球の払出しを阻止す
ることもできる。
【０１２８】
（２）また、検出部６７ａの検出機能および記憶部６７ｂの記憶内容がバックアップ電源
６７ｃによって保持されているため、パチンコ機１に電源が供給されていない状態におい
て主制御基板５０を主制御基板ケース５７ごと交換する不正行為があった場合に、その検
出結果の履歴を記憶部６７ｂに記憶保持することができる。
【０１２９】
　たとえば、パチンコホールに設置する前の段階において、主制御基板５０を主制御基板
ケース５７ごと交換する不正行為の履歴を記憶部６７ｂに記憶保持することができるため
、パチンコ機をパチンコホールに設置し、パチンコ機を試射した時点で、不正行為が行わ
れたパチンコ機を容易に発見することができる。
　したがって、パチンコホールに新しく導入されたパチンコ機が稼働する前の段階で、不
正行為による被害を未然に防ぐことができる。
【０１３０】
（３）さらに、主制御基板５０を主制御基板ケース５７ごと交換しないまでも、主制御基
板ケース５７を壁１ｃから少しでも浮かすと、スイッチＳＷ１がスイッチング動作し、そ
の履歴が記憶部６７ｂに記憶されるため、主制御基板５０を主制御基板ケース５７ごと交
換しようとした痕跡をも検出することができる。
【０１３１】
〈第２実施形態〉
  次に、この発明の第２実施形態について説明する。図２１は、この実施形態に係るパチ
ンコ機の電気的構成の一部をブロックで示す説明図である。なお、この実施形態に係るパ
チンコ機は、電気的構成の一部を除いて前述の第１実施形態に係るパチンコ機１と同じ構
成および機能であるため、同じ部分の説明を省略する。また、図２１では、バックアップ
電源６７ｃを省略している。
【０１３２】
　演出制御基板４００には、検出部６７ａおよび記憶部６７ｂを備えた交換検出回路６７
が搭載されている。払出制御基板６０には、検出部６７ａと電気的に接続された記憶部６
７ｂが搭載されている。各記憶部６７ｂは、画像音声制御基板７０と電気的に接続されて
いる。検出部６７ａの同一の検出結果の履歴が、各記憶部６７ｂにそれぞれ記憶される。
画像音声制御基板７０に搭載された画像音声制御用ＣＰＵ７２は、各記憶部６７ｂに記憶
されている検出結果の履歴を読取り、少なくとも１つの記憶部６７ｂに主制御基板５０を
主制御基板ケース５７ごと交換した履歴が記憶されている場合は、演出表示器３０に対し
て特定のエラー報知を行わせる。
【０１３３】
［第２実施形態の効果］
  上述したように、第２実施形態のパチンコ機１を使用すれば、記憶部６７ｂが複数の基
板に設けられているとともに同一の検出結果の履歴が各記憶部６７ｂに記憶されるため、
記憶部６７ｂが設けられた１つの基板が不正に交換された場合であっても、その他の交換
されていない基板に設けられた記憶部６７ｂに検出結果の履歴を記憶することができる。
【０１３４】
　したがって、主制御基板５０を主制御基板ケース５７ごと交換し、さらに、１つの記憶
部６７ｂに記憶されている履歴を消去したり、記憶部６７ｂを不正なものに交換したりす
るなどの不正行為が行われた場合であっても、特定のエラー報知が行われるようにするこ
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とができる。
　したがって、主制御基板５０を主制御基板ケース５７ごと交換して不正行為が行われた
パチンコ機の発見に万全を期すことができる。
【０１３５】
〈第３実施形態〉
  次に、この発明の第３実施形態について説明する。図２２は、この実施形態に係るパチ
ンコ機に備えられたスイッチの説明図である。
【０１３６】
　壁１ｃの表面１ｄには、一対の第１導電部ＳＷ２ａが取付けられており、主制御基板ケ
ース５７を構成するカバー５６の表面５６ａには、一対の第１導電部ＳＷ２ａを短絡可能
な第２導電部ＳＷ２ｂが取付けられている。一対の第１導電部ＳＷ２ａおよび第２導電部
ＳＷ２ｂが、主制御基板ケース５７の交換を検出するスイッチＳＷ２を構成している。
【０１３７】
　第１導電部ＳＷ２ａおよび第２導電部ＳＷ２ｂは、それぞれ銅または金などの導電性材
料により、板状または膜状に形成されている。主制御基板ケース５７が壁１ｃから取り外
されていない状態では、第１導電部ＳＷ２ａおよび第２導電部ＳＷ２ｂが接触して電気的
に接続され、第１導電部ＳＷ２ａが第２導電部ＳＷ２ｂによって短絡され、スイッチＳＷ
２がオンした状態になる。また、主制御基板ケース５７が壁１ｃから取り外されると、第
１導電部ＳＷ２ａおよび第２導電部ＳＷ２ｂが離反して電気的に非接続状態になり、スイ
ッチＳＷ２がオフした状態になる。
【０１３８】
　つまり、主制御基板５０を主制御基板ケース５７ごと交換すると、スイッチＳＷ２がオ
フ動作し、それを交換検出回路６７の検出部６７ａが検出し、その検出結果を記憶部６７
ｂに記憶する。
　上述したように、第３実施形態に係るパチンコ機１は、主制御基板ケース５７の交換を
検出するためのスイッチの構成が異なる以外は前述した第１実施形態に係るパチンコ機１
と同じ構成および機能を備えるため、第１実施形態と同じ効果を奏することができる。
【０１３９】
〈第４実施形態〉
  次に、この発明の第３実施形態について説明する。
　従来、払出制御基板６０を払出制御基板ケース６５ごと不正なものに交換し、規定数よ
りも多くの賞球が払出されるようにする不正行為が行われ、パチンコホールが損害を被っ
ていた。そこで、この第４実施形態のパチンコ機は、そのような不正行為によるパチンコ
ホールの損害が発生しないようにすることを目的としており、払出制御基板６０が払出制
御基板ケース６５ごと不正なものに交換されたパチンコ機を容易に発見することができる
ことを特徴としている。
【０１４０】
　払出制御基板ケース６５（図７）も主制御基板ケース５７と同様にケース本体およびカ
バーから構成されており、パチンコ機１の裏面に形成された壁１ｃの表面１ｄに取付けら
れている。また、払出制御基板ケース６５が当接する壁１ｃの内部には、スイッチＳＷ１
が設けられており、そのスイッチＳＷ１は、払出制御基板ケース６５および主制御基板ケ
ース５７が設けられた箇所とは異なる箇所に設けられた交換検出回路６７と電気的に接続
されており、その交換検出回路６７は画像音声制御基板７０と電気的に接続されている。
【０１４１】
　そして、画像音声制御基板７０に搭載された画像音声制御用ＣＰＵ７２は、払出制御基
板ケース６５が交換された履歴が記憶部６７ｂに記憶されている場合は、演出表示器３０
に対して特定のエラー報知を行わせる。
　したがって、一度でも払出制御基板ケース６５を交換すると特定のエラー報知が行われ
るため、特定のエラー報知が行われているパチンコ機を発見することにより、払出制御基
板６０を払出制御基板ケース５７ごと交換して不正行為が行われたパチンコ機を容易に発
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阻止することもできる。なお、スイッチＳＷ１に代えて前述したスイッチＳＷ２を用いる
こともできる。
【０１４２】
〈他の実施形態〉
（１）記憶部６７ｂを視認不可能な箇所に設けることもできる。たとえば、記憶部６７ｂ
を遊技盤５の内部に埋設し、記憶部６７ｂを取出そうとすると、記憶部６７ｂの埋設部位
が破損するように構成する。この構成を用いれば、記憶部６７ｂを容易に交換することが
できないため、記憶部６７ｂに記憶されている履歴を消去したり、記憶部６７ｂを履歴が
記憶されていない不正なものに交換したりする不正行為を防ぐことができる。
【０１４３】
（２）第１実施形態においてスイッチＳＷ１をａ接点方式のスイッチにより構成すること
もできる。この構成を用いれば、スイッチＳＷ１は、主制御基板ケース５７が交換されて
いない状態ではオンした状態になり、主制御基板ケース５７が交換されるとオフになる。
そして、交換検出回路６７は、スイッチＳＷ１がオフになったことを検出するとともに、
その履歴を記憶する。
【０１４４】
（３）第３実施形態において第１導電部ＳＷ２ａおよび第２導電部ＳＷ２ｂの少なくとも
一方をバネなどの付勢部材によって相対向する方向へ付勢した構成にすることもできる。
この構成を用いれば、主制御基板ケース５７を壁１ｃに取付けたときに、第１導電部ＳＷ
２ａおよび第２導電部ＳＷ２ｂ間に隙間が発生することによる接触不良をなくすことがで
きる。
　スイッチＳＷ１およびスイッチＳＷ２は、主制御基板ケース５７が変位したことを検出
することができれば、どのような構成でも良い。
【符号の説明】
【０１４５】
　１・・パチンコ機、４・・発射制御基板（発射装置）、５・・遊技盤、
　２１・・第１始動口（始動口）、２２・・第２始動口（始動口）、
　３０・・演出表示器（演出装置）、５０・・主制御基板、
　５１・・主制御用ＭＰＵ（主制御回路）、５５・・ケース本体、５６・・カバー、
　５７・・主制御基板ケース（収容部材）、６７・・交換検出回路、６７ａ・・検出部、
　６７ｂ・・記憶部（記憶手段）、６７ｃ・・バックアップ電源、
　１００・・封印シール、２００・・ＲＦタグ、
　ＳＷ１，ＳＷ２・・スイッチ（検出手段）。
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